
　公営企業とは、地方公共団体が経営する水道事業や下水道事業、病院事業など
の企業活動をいいます。各事業では、お客さまからいただく料金（水道料金、下水
道使用料など）によって必要な費用をまかなう「独立採算制」に基づき経営を行う
ため、会計は一般会計とは区別された「公営企業会計」において予算が組まれます。

　差引は7,826万円の黒字となっていますが、今後、人口減
少による料金収入の減少や施設の老朽化による修繕費などの
増加が見込まれる状況のため、経営努力などによる利益の確
保を行い、健全経営を継続していきます。

　差引不足額は損益勘定留保資金(減価償却費など現金支出
が伴わない費用の計上により、会計内部に留保された資金の
こと)、消費および地方消費税資本的収支調整額で補てんし
ます。

配水池 　
耐震化工事　けやき坂配水区
� 1億5,000万円

固定資産購入
　量水器購入

スマートメーター購入　など 1,431万円

配水管 　
送水管改良工事　けやき坂地内
配水管改良工事　丸の内町地内　など
� 3億2,383万円

その他 　
緑台低区配水池屋上防水・外壁塗装工事
清和台配水池自家発電機更新工事
委託水区域再編事業発注支援業務　など
 1億1,684万円

収益的収入
36億1,031万円（令和4年度�35億4,223万円）

収益的支出
35億3,205万円（令和4年度 33億6,624万円）

差引
7,826万円（令和4年度 1億7,599万円）

　川西市新水道ビジョンの基本理念「安全な水道水を安定して送りつづけるために―信頼されるライフライン
を目指して―」の実現に向けて、老朽化が進む施設については、アセットマネジメント計画に基づく基幹施設・
基幹管路の更新などを実施します。

水 道 事 業

資本的支出			
9億5,433万円（令和4年度 12億2,582万円）

資本的収入　
2億8,331万円（令和4年度 4億5,256万円）

差引
△6億7,102万円（令和4年度 △7億7,326万円）

けやき坂低区配水池 老朽化した送水管の改良工事

収益的収入および支出 資本的収入および支出

水道施設の耐震化・改修などを実施

水道水を送り届けるための経費とその財源（水道料
金など）をいいます。

施設を建設・整備するための経費とその財源をいい
ます。
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